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会 議 録 

 

1 会議名 

令和 4年度第 7回新道区地域協議会 

2 議題（公開・非公開の別） 

（1） 自主的審議事項（公開） 

  1）河川敷の活用による地域活性化の実例について 

  2）分科会 

  3）本日の審議結果について 

3 開催日時 

令和 4年 10月 24日（月）午後 6時から午後 7時 05分まで 

4 開催場所 

新道地区公民館 多目的ホール 

5 傍聴人の数 

1人 

6 非公開の理由 

なし 

7 出席した者（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 

・委 員：秋山 茂、飯塚幸太郎（副会長）、井澤 愛、金井 正、小玉朋子 

佐藤三男、杉田榮作、千町健実、髙野ゆかり、塚田仁子（副会長） 

船﨑 聡（会長）、三浦正郎 （欠席 2人） 

  ・講 師：リバーサイド夢物語 代表 塚越秋三 

・事務局：中部まちづくりセンター：小林センター長、藤井係長、山﨑主事 

8 発言の内容 

【藤井係長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 2 項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

 ・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8 条第 1 項の規定により、会長が議長を務め

ることを報告 
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【船﨑会長】 

 ・会議録の確認者：千町委員 

  次第 2 議題「（1）自主的審議事項」に入る。最初に「1）河川敷の活用による地域活

性化の実例について」、事務局より説明を求める。 

【小林センター長】 

 ・説明、講師紹介 

【塚越代表】 

 ・講師：リバーサイド夢物語 代表 塚越秋三 

 ・内容：関川河川敷のコスモス栽培について 

【船﨑会長】 

  大変参考になる講演であり、課題を出していただいた。これから自分たちの議論にも

取り入れられそうである。 

  せっかくの機会であるため、塚越代表に質問等ある委員の発言を求める。 

  （発言なし） 

  私から質問する。講師は上越市の河川敷だけではなく、糸魚川市で道の整備をされて

いると伺った。上越市にも戦国時代に春日山から糸魚川市の方面へ向かう道があったが、

その道の整備もしているのか。 

【塚越代表】 

糸魚川市徳合では、上杉謙信の時代に西方を守るため造られた土塁などが残っている。

私たちは山城整備の際、そこに桜の木を植えている。ところが、なかなか木というのは、

自分の好きな所でしか育たないため、すべてが育ってくれるわけではない。枝垂れ桜は

現在残っている木が 10 本程度、山桜は 20 本ぐらい残っている。また草刈りも、山城の

整備に合わせ行っている。 

歴史は大事なことである。徳合集落は 5 回、合併を繰り返している。また徳合で自慢

できる話がある。日本で一番最初に光ファイバーの入った地域である。新潟県でも下水

道の普及率はトップクラスである。 

約 26年前から、新潟交通と連携して、観光バスで桜を見に来ていただいている。私は

観光客に「地域を磨きましょう」と言っている。新道地区でも大事なものを一生懸命磨

いていくと、それは自分たちを何か支えてるものになってくると信じている。 

山城の整備も、やらせていただいているが、口で言うことは簡単だが、それを続けた
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り、仲間を集めたりするのは容易ではないのが事実である。 

【船﨑会長】 

  以上で次第 2 議題「（1）自主的審議事項」の「1）河川敷の活用による地域活性化の

実例について」を終了する。 

  次に次第 2 議題「（1）自主的審議事項」の「2）分科会」に入る。 

  各分科会で審議を行い、終了後に結果を報告していただく。 

― 分科会 （35分間） ― 

  会議を再開する。 

  次第 2 議題「（1）自主的審議事項」の「3）本日の審議結果について」に入る。 

  最初に「地域交流分科会」より報告願う。 

【三浦委員】 

交流分科会は、8月に 1回目の意見交換会を行い、新道区全体で交流事業を行うことに

ついて色々意見を聞いて、各団体の代表から賛同いただいた。 

10月 19日、第 2回目の意見交換会では、実施についての賛同は得ていたので、そのプ

ロジェクト委員会の設置について一応賛同いただいた。 

ただし、いきなり本格的な実行委員会を作るのは、各団体に色々な問題があるため、

とりあえず準備委員会を立ち上げ、時間をかけて擦り合わせながら、本格的な委員会を

持っていくことになった。 

本日の分科会では、その後の議論の進め方を協議した。 

準備委員会は、今まで出席されていた意見交換会のメンバーがそのまま準備委員会に

移行していただくことで確認してある。しかし本格的な委員会を作る際には、特に老人

会のように団体長が高齢者である場合、役員交代した直後に、即メンバーとして入会す

ることは難しいというような意見もあった。とりあえず次回 12 月の準備委員会までに、

千町副リーダーから各団体で正式な委員を選ぶための根回しをしていただくこととした。

その状況を 11月の分科会で様子を聞きながら、12月の準備委員会には、各団体の正式な

委員が出席いただけるような進め方にしたいと思う。 

いずれにしても、令和 5 年度に事業をやりたいので、いつまでも準備委員会に時間を

かけてはいられない。 

実行部隊をまず作らなくてはいけないので、12 月に準備委員会をやって 2 月頃には、

委員会に移行して、どういう種目をいつやるのか、資金はどうするのか等の本格的な議
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論を進めていきたい。 

【船﨑会長】 

  次に「新道の道分科会」より報告願う。 

【金井委員】 

本日は、具体的な活動内容の絞込みと進め方、そして優先順位を決める話し合いを行

った。それと全体的なスケジュール、活動組織をどうするかについても話し合った。 

そして中央橋の両側に並んでいる花壇を手入れして道を作ろうという話になった。非

常に目立つ良い場所である。とりあえず実績を挙げようと話し合った。 

今月 30日に委員全員が現地を調査しながら、来年の春には植える形で持っていきたい

と思う。花壇は市所管のようであり、ハードルも少し低いかもしれないので、果敢にチ

ャレンジしたいと思う。 

要するに短期ではなくて、ある程度長期のスパンで考え、実績を挙げながら次につな

げていくこととする。花壇整備も道の話であるため、審議テーマから逸脱していないと

考える。 

【船﨑会長】 

  「地域交流分科会」からは、地域協議会とは別に委員会を設置するということで、現

在は準備委員会であるが、その後、名前は決まっていないが委員会を立ち上げるという

報告があった。これを新道区地域協議会として了承するか。これについて質問や意見の

ある委員は、挙手にて発言を願う。 

【金井委員】 

新道区地域協議会では二つのテーマで話し合っているが、それぞれ別々に組織づくり

をすることには、少し危惧を感じている。プロジェクトの中に二つの実行組織があると

いう形を残しておきたい。プロジェクトのメンバーで役割分担すればよいと思う。 

【三浦委員】 

新道区を活性化する目的は一つだが、スポーツイベントをすることと、花の整備をす

ることを一つの実行委員会で行うことは、少し違う気がする。 

【金井委員】 

例えば稲田小学校のＰＴＡに対して、２つの分科会がそれぞれに協力要請をしたら、

先方も戸惑うと思う。そのため同じ地域協議会として協力要請は一つに統一すべきだと

思う。 
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【船﨑会長】 

意見が分かれているが、要するに外部委員会を作るに際して、花壇を整備するとか、

道路を綺麗にすることも地域活性化の一環になるわけである。 

委員会を立ち上げるってことには、交流だけではなく道の整備も含まれると思う。今

回は何をするか。スポーツイベントをやるのか、道を綺麗にするのかを発案して、実行

部隊にやっていただく。地域交流分科会では、交流だけを目的とするのではなく、地域

の活性化の観点から実行委員会を組織すべきだと思う。 

この地域協議会全体で了承を得ないと、この委員会自体もつくれないということにな

る。分科会だけで先行してやるわけにはいかない。 

【藤井係長】 

実際に、団体を絡めて進めていくときには、どう同時並行でうまく進められるか不明

だが、二つの分科会が動けるような、規約の修正は可能だと思う。委員からの申し出で

あれば、両方が収められるような組織をちょっと考えてみたい。 

【船﨑会長】 

事務局の方から、説明があったが、実際に一つの分科会はもう委員会を立ち上げると

いう方向で進んでいる。どのような形になるか不明だが、私にも考えがあるので、また

次回話し合いたいと思う。それでよいか。 

 （よしの声） 

  以上で次第 2 議題「（1）自主的審議事項」の「3）本日の審議結果について」を終了

する。 

  次に次第 2 議題「（4）その他」に入る。 

  本日の議題等に関して、何かあるか。 

 （発言なし） 

【船﨑会長】 

  以上で次第 2 議題「（4）その他」を終了する。 

  最後に、次第 3「その他」の「（1）次回開催日の確認等」に入る。事務局より説明を

求める。 

【藤井係長】 

 ・次回の協議会について説明 

【船﨑会長】 
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― 日程調整 ― 

 ・次回の協議会：11月 29日（火）午後 6時から 新道地区公民館 多目的ホール 

 ・内容：自主的審議事項 

【船﨑会長】 

  最後に何かあるか。 

【船﨑会長】 

・会議の閉会を宣言 

 

9 問合せ先 

自治・市民環境部 自治・地域振興課 中部まちづくりセンター 

TEL：025-526-1690 

E-mail：chubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

10 その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


